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基本方針
　岡畑産業㈱は化学品の専門商社として､社是に掲げる｢誠実を旨とし､企業の繁栄を築き､社会に
貢献しよう｣を基本に｢技術と環境の融合｣｢新たな付加価値の追及｣｢ｸﾞﾛ-ﾊﾞﾙ展開｣を目指した企業
活動を展開しております｡
岡畑産業㈱は｢技術と環境の融合｣を推進する為の環境に配慮した取り組みとして以下に掲げる
項目を重要なテーマに据え、継続的に環境負荷の軽減に取り組みます｡

【行動指針】

１．商社活動に伴う環境関連法規制ならびに協定を遵守致します

２．環境負荷物質に関する情報収集と管理を行い環境負荷物質の削減を目指します

３．物流に伴い消費されるエネルギー消費量の削減を目指し、物量と配送経路を継続  
　　して点検し、環境に配慮したロジスティックスを構築します

４．環境経営目標を定め又見直しを行い継続的改善に努めます

５．具体的取組として以下のスロ－ガンを決め環境負荷削減を推進致します

① 省エネルギ－の推進（電気・ガス使用量）

② 省資源 廃棄物の削減

③ エネルギ－消費量の削減（ガソリン使用量）

④ 水使用量の削減

６．環境負荷削減活動を継続して取り組むため、社員に環境教育を通じて
　　周知徹底致します 

７. 日常の事業活動には環境負荷の少ない製品を積極的に購入します

８．環境経営ﾚﾎﾟ-ﾄを通じて 取組内容を社内外に公表致します

９．環境に配慮した製品の情報提供に努めます

代表取締役社長

岡畑博之

作成：2012年4月 1日
改正：2020年1月29日

岡畑産業株式会社



（認証登録対象組織）

２－１　事業所名及び代表者名
　

代表者：代表取締役社長　岡畑博之

２－２　所在地

本社・大阪支店 〒５４２－００８１ 大阪市中央区南船場１－７－１１
東京支店 〒１０３－００２７ 東京都中央区日本橋３－５－１４都民興業ビル８階
名古屋支店 〒４６０－００１２ 名古屋市中区千代田５－１６－１１
和歌山支店 〒６４０－８１５４ 和歌山市六番丁２４ニッセイ和歌山ビル７階

２－３　環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

１）環境管理責任者 三神
２）副環境管理責任者 裏谷
３）環境事務局 平田、栫
４）推進委員会 大阪本社・支店 庄山、中川、松本、三宅、新出、伊藤、平岡

東京支店 辻林、神谷、姉川、木下、田伏、山田、脇田
名古屋支店 椋田
和歌山支店 伊藤淳

５）連絡先：三神、平田
電　話 ０６－６２６２－０６４１
ＦＡＸ ０６－６２６２－０８３８

２－４　事業活動（認証・登録範囲）

工業用薬品・染料・顔料・中間体・界面活性剤・合成樹脂原料及び製品の卸販売
並びに輸出入

※事業年度は当年４月～翌年３月、エコアクションの活動期間は当年１月～１２月

２－５　事業所の規模

総従業員数　　７７名 2023/2/17現在

本社・大阪支店
１）従業員数４３名
２）事業所の面積８９８㎡
３）当支店の年商：１１７．９億円　（２０２１年実績）

東京支店
１）従業員数２８名
２）事業所の面積３３３㎡
３）当支店の年商：２２０．９億円　（２０２１年実績）

名古屋支店
１）従業員数４名
２）事業所の面積２１５㎡
３）当支店の年商：６１．８億円　（２０２１年実績）

和歌山支店
１）従業員数２名
２）事業所の面積１４７㎡
３）当支店の年商：１６．８億円　（２０２１年実績）

　
３名※海外出向者



２－６　事業組織図

全社における各の位置づけを下記の事業組織図に示す

EA21
推進委員会

EA21
環境事務局

大阪本支店 和歌山支店 名古屋支店 東京支店

代表者
社長

環境管理
責任者

副環境管理
責任者



○本社・大阪支店○

過去3年間の実績は以下の通りです。

電力

（4-1）

都市ガス

（4-1）

ガソリン

（4-2）

※対前年比＝当年数値／前年数値 ※OA用紙購入量は名古屋支店との合算値で記入

※電力使用による排出係数は活動初期からの比較のため2008年度の（0.355）で比較しているが
　参考のため記載年のレポート作成時最新の調整後排出係数記録（関西電力㈱）を追記する
※CO2の排出量合計値における電力使用による排出量は、2008年度の排出係数で計算している

対前年比 - 71% 75%

対前年比 - 107% 62%

水道水使用量
㎥ 492 351 263

（4-5）

対前年比 - 83% 107%

一般廃棄物排出量
㎏ 1,810 1,928 1,196

（4-4）

ＯＡ用紙購入量
枚 262,500 217,500 232,500

（4-3）

ｋg-CO2
8,941 4,839 6,250

（総給油ℓ×2.32） （総給油ℓ×2.32） （総給油ℓ×2.32）

（N㎥×2.16）

km/ℓ
15.26 14.38 13.25

*2015年より燃費 *2015年より燃費 *2015年より燃費

N㎥ 11,186 10,996 11,279

ｋg-CO2
24,162 23,751 24,363

（N㎥×2.16） （N㎥×2.16）

ｋｇ-CO2 19,668 16,618 16,299

参考値 (排出係数0.418) (排出係数0.334) (排出係数0.318)

ｋg-CO2
16,704 17,662 18,196

(排出係数0.355） (排出係数0.355） (排出係数0.355）

対前年比 101% 93% 106%

kWh 47,053 49,753 51,256

二酸化炭素排出量
ｋg-CO2 49,806 46,253 48,808

2021.1～2021.12

2019年 2020年 2021年単位

2019.1～2019.12 2020.1～2020.12



○名古屋支店○

過去3年間の実績は以下の通りです。

電力

（4-1）

ガソリン

（4-2）

※対前年比＝当年数値／前年数値
※電力使用による排出係数は活動初期からの比較のため2008年度の（0.455）で比較しているが
　参考のため記載年のレポート作成時最新の調整後排出係数記録（中部電力）を追記する
※CO2の排出量合計値における電力使用による排出量は、2008年度の排出係数で計算している

対前年比 - 90% 79%

対前年比 - 75% 103%

水道水使用量
㎥ 31 28 22

（4-5）

一般廃棄物排出量
㎏ 83 62 64

（4-4）

ｋg-CO2
3,403 3,225 3,115

（総給油ℓ×2.32） （総給油ℓ×2.32） （総給油ℓ×2.32）

km/ℓ
15.35 13.13 12.84

*2015年より燃費 *2015年より燃費 *2015年より燃費

ｋｇ-CO2 7,640 7,278 6,899

参考値 (排出係数0.472) (排出係数0.452) (排出係数0.424)

ｋg-CO2
7,365 7,326 7,404

(排出係数0.455） (排出係数0.455） (排出係数0.455）

対前年比 104% 98% 100%

kWh 16,186 16,102 16,272

二酸化炭素排出量
ｋg-CO2 10,768 10,552 10,518

2019年 2020年 2021年単位

2019.1～2019.12 2020.1～2020.12 2021.1～2021.12



○和歌山支店○

過去3年間の実績は以下の通りです。

電力

（4-1）

ガソリン

（4-2）

※対前年比＝当年数値／前年数値
※和歌山支店の水使用量は、ビル全体に含まれるため記録不可
※電力使用による排出係数は活動初期からの比較のため2008年度の（0.355）で比較しているが
　参考のため記載年のレポート作成時最新の調整後排出係数記録（関西電力）を追記する
※CO2の排出量合計値における電力使用による排出量は、2008年度の排出係数で計算している

対前年比

対前年比 - 77% 87%

水道水使用量
㎥

（4-5）

対前年比 - 100% 100%

一般廃棄物排出量
㎏ 197 151 132

（4-4）

ＯＡ用紙購入量
枚 15,000 15,000 15,000

（4-3）

ｋg-CO2
1,823 1,854 1,545

（総給油ℓ×2.32） （総給油ℓ×2.32） （総給油ℓ×2.32）

km/ℓ
12.25 11.27 11.16

*2015年より燃費 *2015年より燃費 *2015年より燃費

ｋｇ-CO2 4,805 3,449 3,266

参考値 (排出係数0.418) (排出係数0.334) (排出係数0.318)

ｋg-CO2
4,081 3,666 3,646

(排出係数0.355） (排出係数0.355） (排出係数0.355）

対前年比 99% 94% 94%

kWh 11,495 10,326 10,271

二酸化炭素排出量
ｋg-CO2 5,904 5,520 5,191

2019年 2020年 2021年単位

2019.1～2019.12 2020.1～2020.12 2021.1～2021.12



○東京支店○

過去3年間の実績は以下の通りです。

電力

（4-1）

※対前年比＝当年数値／前年数値
※東京支店の水使用料は、ビル全体に含まれるため記録不可
※電力使用による排出係数は比較のため2009年度の（0.384）で比較しているが
　参考のため記載年のレポート作成時最新の調整後排出係数記録（東京電力エナジーパートナー㈱）
　を追記する。

※CO2の排出量合計値における電力使用による排出量は、2009年度の排出係数で計算している

対前年比

対前年比 - 174% 27%

水道水使用量
㎥

（4-5）

対前年比 - 72% 103%

一般廃棄物排出量
㎏ 1,224 2,125 563

（4-4）

ＯＡ用紙購入量
枚 100,000 71,900 73,750

（4-3）

ｋｇ-CO2 15,559 14,475 16,481

参考値 (排出係数0.462) (排出係数0.455) (排出係数0.441)

ｋg-CO2
12,932 12,216 14,350

(排出係数0.384） (排出係数0.384） (排出係数0.384）

対前年比 - 94% 117%

kWh 33,677 31,813 37,371

二酸化炭素排出量
ｋg-CO2 12,932 12,216 14,350

2019年 2020年 2021年単位

2019.1～2019.12 2020.1～2020.12 2021.1～2021.12



４－１　省エネルギーの推進（CO2の削減）

【目的】
・  消費電力を低減することによりＣＯ２排出量の削減に努める。

・ ガス式のエアコンによる使用量軽減のため、エアコンの温度設定・使用時間を決め

削減に努める。
・  ＣＯ２排出量は消費電力量・ガス使用量から算出する。

【目標】
・  消費電力削減目標数値を上回らないようにする（別途記載）
・ ガス使用量削減目標数値を上回らないようにする（別途記載）

【活動計画】
・  エアコンの温度設定
　 夏場　（６月~９月）　　東京２９℃　大阪２８℃　名古屋２８℃　和歌山２８℃
　 冬場　（１２月~３月）　東京２０℃　大阪２２℃　名古屋２２℃　和歌山２２℃
・エアコン未使用期間の設定（4月～5月、10月～11月）

・  クールビズの実施
・  ノー残業デー（毎週水曜日）
・  昼休み・残業時の不要照明の消灯・離席時のＰＣ電源ＯＦＦ
・  部門別温度管理
・ 不要な電球の取り外し

４－２　エネルギー消費量の削減（ガソリン）

【目的】
・  社有車の燃費を向上することによりＣＯ２排出量の削減に努める。

・  燃費は給油量/走行距離により求める。

     ＣＯ２排出量　式．ＣＯ２[kg] = 2.32×ガソリン消費量[ℓ]

【目標】
・  燃費目標数値を向上させる（別途記載）

【活動計画】
・アイドリングストップの実施
・運転中の急加速を控える。
・物流に伴い消費されるエネルギーの削減を目指す。

４－３　省資源、廃棄物の削減（OA用紙購入量削減）

【目的】
・  資源消費によるエネルギー消費量の削減

【目標】
・   資源消費削減目標数値を上回らないようにする（別途記載）

【活動計画】
・ 購入するＯＡ用紙を古紙含有紙に切り替える
・ Ａ４換算にて購入枚数を集計し、購入状況を把握する
・  社内書類の電子化の範囲を拡大
・  OA用紙の裏紙利用
・  従業員の意識向上



４－４　省資源、廃棄物の削減（事業系一般廃棄物削減）

【目的】
・  資源の有効活用と廃棄物排出量の抑制により環境汚染の防止に努める。
・  事業所から排出される産業廃棄物（主にプラスチック容器・包装の管理を徹底する）

【目標】
・  一般廃棄物排出量削減目標を上回らないようにする（別途記載）

【活動計画】
・  事務所より排出される廃棄物の分別と量の把握を行い削減に努める。
①可燃ゴミ　 ②不燃ゴミ（プラスチック、PETボトル、缶、ビン）
③新聞・雑誌　 ④ダンボール　⑤シュレッダー済みOA用紙　⑥産業廃棄物（プラスチックなど）

・  本社・大阪支店での環境活動のひとつとして、ペットボトルのキャップを分別・回収
（焼却処分するとＣＯ２の発生、埋立処分すると土壌の汚染）することにより、その
 売却益を発展途上国の医療支援・障がい者・高齢者雇用促進に充てる運動に協力しています。

４－５　水使用量の削減

【目的】
・  限りある資源を有効利用する。

【目標】
・  水使用量削減目標数値を上回らないようにする（別途記載）

  東京支店・和歌山支店は使用量の把握ができないため社員全体に取り組みを喚起する。

【活動計画】
・トイレや給湯等での水道使用の節水に努める｡
・水道水の急激な使用を控え、適量の使用を心掛ける。
・節水の啓蒙をする事で各自の自覚を促す。
・出水量の調節をする。

４－６　グリーン購入

【目的】
・  環境に優しい製品の事業活動への導入を行う。
・  エコマークやグリーンマーク品を優先した調達を行う。

【目標】
・  文具購入明細、OA用紙購入実績を作成し、事務所内で使用する事務用品について
 環境配慮品の優先的な調達を実践する。

【活動計画】
・ 購入する事務用品はカタログにてエコマーク・グリーンマーク表示品を購入する。
・ 購入品リストを作成して、環境配慮品をリピート購入する。
・ 環境配慮品が無い場合には、代替の物品への切り替えを検討する。

４－７　環境教育

【目的】
・  ＥＡ２１の取組みを全従業員に周知徹底し全従業員で目標達成を目指す。

【目標】
・  当社の環境方針に掲げる「行動指針」の各項目を達成するために従業員全員で取り組む。

【活動計画】
・教育を通じ全社員への周知徹底を行う。



○岡畑産業全体○

電力

（4-1）

都市ガス

(4-1)

ガソリン

（4-2）

上記は各支店の数値を合算したものである。
各支店２０１３年度の実績を基準値として、以下により目標値を設定する。

本社・大阪支店：基準値-７.０％
名古屋支店 ：基準値-７.０％
和歌山支店 ：基準値-７.０％
東京支店 ：東京支店については基準値を目標値とする

※社用車は西日本のみ使用のため、ガソリン燃費は西日本全体の数値で算出・記載。
車両の入替があったため、基準値は2021年の実績値。

59.5%
○

（4-5）

○
（4-4）

水道水使用量
㎥

509 553 329

一般廃棄物排出量
㎏

4,235 4,050 2,749 67.9%

86.7%
○

（4-3）

○
参考記録 （総給油ℓ×2.32） （総給油ℓ×2.32） （総給油ℓ×2.32）

ＯＡ用紙購入量
枚

441,788 374,818 325,000

96.2%
○

ｋg-CO2 20,428 18,998 8,857 46.6%

㎞/ℓ
13.28 13.25 13.75

102.5%
×

ｋg-CO2
24,378 23,404 23,997 102.5%

×

Ｎ㎥
11,286 10,835 11,110

×

ｋg-CO2
48,493 46,097 48,438 105.1%

×

×

kWh
128,515 122,118 128,004 104.8%

二酸化炭素排出量
ｋg-CO2

72,871 69,501 72,436 104.2%

評価
2013年 活動期間 活動期間

基準値 目標値 実績値

単位

2013.1～2013.12 2022.1～2022.12

目標値に
対する結果



○本社・大阪支店○

電力

（4-1）

都市ガス

(4-1)

ガソリン

（4-2）

※【評価】　達成⇒○　　　　未達成⇒×
※ガソリン燃費は西日本全体の数値で算出・記載。
※電力使用による排出係数は活動初期からの比較のため2008年度の（0.355）で比較しているが
　参考のためレポート作成時最新の令和3年度実績・調整後排出係数（0.350）の記録を追記する
※電気の購入先は関西電力株式会社

○
（4-5）

水道水使用量
㎥

443 492 304 61.8%

93.8%
○

（4-4）

〇
（4-3）

一般廃棄物排出量
㎏

2,074 1,928 1,808

㎞/ℓ

全体に合わせて記録する
ｋg-CO2

参考記録

ＯＡ用紙購入量
枚

245,625 259,818 238,125 91.7%

ｋg-CO2
24,378 23,404 23,997 102.5%

×
（N㎥×2.16 （N㎥×2.16 （N㎥×2.16

N㎥
11,286 10,835 11,110 102.5%

×

ｋg-CO2 20,333 18,909 18,993

参考値 (排出係数0.35) (排出係数0.35) (排出係数0.35)

ｋg-CO2
20,623 19,180 19,264 100.4%

×
（排出係数0.355） （排出係数0.355） （排出係数0.355）

kWh
58,094 54,027 54,265 100.4%

×

101.6%
×

基準値 基準値-7.0% 実績値

二酸化炭素排出量
ｋg-CO2

45,001 42,583 43,261

単位

2013.1～2013.12 2022.1～2022.12

目標値に
対する結果 評価

2013年 活動期間 活動期間

目標値



○名古屋支店○

電力

（4-1）

ガソリン

（4-2）

※【評価】　達成⇒○　　　　未達成⇒×
※ガソリン燃費は西日本全体の数値で算出・記載。
※電力使用による排出係数は活動初期からの比較のため2008年度の（0.455）で比較しているが
　参考のためレポート作成時最新の令和3年度実績・調整後排出係数（0.377）の記録を追記する
※電気の購入先は中部電力株式会社

41.0%
〇

（4-5）

〇
（4-4）

水道水使用量
㎥

66 61 25

ＯＡ用紙購入量
枚 大阪に合わせて記録する

（4-3）

一般廃棄物排出量
㎏

314 292 65 22.1%

参考値 (排出係数0.377) (排出係数0.377) (排出係数0.377)

㎞/ℓ

全体に合わせて記録する
ｋg-CO2

参考記録

（排出係数0.455） （排出係数0.455） （排出係数0.455）

ｋg-CO2 6,762 6,289 6,832

×

ｋg-CO2
8,161 7,590 8,246 108.6%

×

×

kWh
17,937 16,681 18,122 108.6%

二酸化炭素排出量
ｋg-CO2

8,161 7,590 8,246 108.6%

評価
2013年 活動期間 活動期間

目標値

基準値 基準値-7.0% 実績値

単位

2013.1～2013.12 2022.1～2022.12

目標値に
対する結果



○和歌山支店○

電力

（4-1）

ガソリン

（4-2）

※【評価】　達成⇒○　　　　未達成⇒×
※ガソリン燃費は西日本全体の数値で算出・記載。
※和歌山支店の水使用量は、ビル全体に含まれるため記録不可
※電力使用による排出係数は活動初期からの比較のため2008年度の（0.355）で比較しているが
　参考のためレポート作成時最新の令和3年度実績・調整後排出係数（0.350）の記録を追記する
※電気の購入先は関西電力株式会社

（4-5）

グリーン購入調達率
％ 大阪に合わせて記録する

（4-6）

水道水使用量
㎥

69.6%
〇

（4-4）

○
（4-3）

一般廃棄物排出量
㎏

233 216 150

㎞/ℓ

全体に合わせて記録する
ｋg-CO2

参考記録

ＯＡ用紙購入量
枚

14,663 15,000 15,000 100.0%

ｋg-CO2 5,366 4,990 5,169

参考値 (排出係数0.35) (排出係数0.35) (排出係数0.35)

ｋg-CO2
5,443 5,062 5,243 103.6%

×
（排出係数0.355） （排出係数0.355） （排出係数0.355）

kWh
15,332 14,258 14,768 103.6%

×

103.6%
×

5,443 5,062 5,243

目標値

基準値 基準値-7.0% 実績値

二酸化炭素排出量
ｋg-CO2

単位

2013.1～2013.12 2022.1～2022.12

目標値に
対する結果 評価

2013年 活動期間 活動期間



○東京支店○

電力

（4-1）

※【評価】　達成⇒○　　　　未達成⇒×
※東京支店の水使用量は、ビル全体に含まれるため記録不可
※電力使用による排出係数は比較のため2009年度の（0.384）で比較しているが
　参考のためレポート作成時最新の令和3年度実績・調整後排出係数（0.441）の記録を追記する
※電気の購入先は東京電力エナジーパートナー株式会社

○その他の活動報告

次世代の育成
知識を有する社員から若い世代へ指導を行い、専門性の
高い業界で活躍できる人材の育成を図っている。 ○

環境に配慮した商品の情報提供の
ための情報の管理

特定した商品に対して、提案状況等の情報を管理できてい
る。 ○

PRTR指定化学物質販売量の管理
2022年は総販売重量のうち指定化学物質の占める割合は
約2.27％であった。 ○

産業廃棄物の管理徹底

事業所から排出される廃プラスチック（主にプラスチック容
器、包装）を産業廃棄物として排出するため、分別の徹底
ができた。大阪での排出量は120.62㎏で前年比較80.41％
であったが、翌年はレイアウト工事に伴い廃棄量増の予
定。

○

レンタカー環境配慮型の利用
91.10% ○

総距離の８０％以上

エコキャップ運動への参加
昨年は回収が少なく、エコキャップ推進協会への寄付はな
かったが、今年は十分な量が回収されたため寄付を行った
(2,881個・6.7kg)。

〇

環境経営目標 ２０２２年実績 評価

物流エネルギー削減 随時見直しを行っている。

○
（配送形態の見直しによる輸送距離短縮）

最適化が図れており、新たな変更は無かった。

継続して監視していく。

（4-5）

○
（4-4） （2016年）

水道水使用量
㎥

一般廃棄物排出量
㎏

1,614 1,614 726 45.0%

71.9%
○

（4-3） （2016年）

参考値 (排出係数0.441) (排出係数0.441) (排出係数0.441)

ＯＡ用紙購入量
枚

145,000 100,000 71,875

✕
（排出係数0.384） （排出係数0.384） （排出係数0.384）

ｋg-CO2 16,384 16,384 18,014

110.0%
✕

ｋg-CO2
14,266 14,266 15,686 110.0%

基準値 基準値を超えない 実績値

二酸化炭素排出量
kWh

37,152 37,152 40,849

単位

2013.1～2013.12 2022.1～2022.12

目標値に
対する結果 評価

2013年 活動期間 活動期間

目標値



○本社・大阪支店○

６－１　二酸化炭素排出量の削減について
　長年達成していた電気使用量の目標値を超過し、過去５年間と比較しても使用量が最も大きかった。
出社時に社員が密とならないように各部屋に分散して業務を行っていることやテレビ会議増加に伴う
個室利用の増加、常時換気のための窓の開放などが影響したと考えられる。新型コロナウイルス感染
症の5類移行後も同様の対応が長く続くと考えられるため、電気使用量は高値での推移が予想される。
なお、昨年4月に大阪支店のガス空調入替を行ったが、2021年と2022年の4月～12月の使用量を比較し
たところ、2022年の使用量が少なかったことから、2023年は通年での節電効果も見込まれる。

６－２　ＯＡ用紙購入量の削減について
　2020年以降、各社でテレワークの導入が進んだ結果、当社での使用量も削減される結果となった。
しかしながら、2021年頃より従来の出社型の勤務体制に戻す企業も増えたことで、電子でやり取りを
していた資料について、再書類化が求められるようになったことなどから前年より購入量が増加した。

６－３　一般廃棄物排出量の削減について
　社員の出社可能人数増やお客様来社数も増えたことで、廃棄物や水のように人の数だけ数値に反映
されるような項目については、軒並み前年より大きい数値となった。そうした中でも目標値は達成
しているため、継続して排出量の削減に努めていく。

６－４　水使用量の削減について
　目標を達成することができたが、一般廃棄物排出量でも記載した通り使用量は昨年より増化した。

６－５　グリーン購入調達率について
　2021年より数値の記録は行わず、グリーン購入の対象品からの購入を積極的に行っている。

６－６　ガソリン燃費について（西日本合算）
　2022年より2021年実績値を目標値に設定することにしたが、変更1年目は目標値を達成出来た。
しかしながら、大阪支店と名古屋支店で14km/ℓの燃費を達成した一方で、和歌山支店では10km/ℓ
程度の結果であったことから利用者次第で大きく数字が変わっていることが分かる。利用方法の
見直しを図り、不要なアイドリングなどがあれば減らしていくよう注意喚起などを実施する。

○名古屋支店○

６－１　二酸化炭素排出量の削減について
　目標未達の結果となった。2022年は出勤率が上がったこともあり、空調稼働にも積極的に換気を実
施していた。その結果、空調の効率悪化の大きな要因となった。また、人員入替はあったが総数は増
えておらず、機器設備の増加もないため、コロナ禍終息後に空調使用方法の見直しを行い削減を目指す。

６－２　ＯＡ用紙購入量の削減について
　西日本全体の数値を合算している。人員が少なく日常使用する量は限られており特に問題無い。

６－３　一般廃棄物排出量の削減について
　目標値達成が続いている。出社率は上がったが、無駄なゴミを発生させない取り組みが続けられている。
昨年と同程度の排出量であり、平時より業務上最低限の廃棄量であったため、従来通り活動していく。

６－４　水使用量の削減について
　出社率が上がったことで昨年と比べて水使用量は僅かに増加したが、目標値以上の結果が得られている。

６－５　グリーン購入調達率について
　2021年より数値の記録は行わず、グリーン購入の対象品からの購入を積極的に行っている。



○和歌山支店○

６－１　二酸化炭素排出量の削減について
　夏場のエアコン使用量が大きく目標が未達の結果になった。人員の入れ替わりがあり、
設定温度が低くされていたということで増加している点もあるので、この点は改善の余地がある。
夏場の温度設定はあらためて注視していきたい。

６－２　ＯＡ用紙購入量の削減について
　人員が少なく、日常で使用する量も限られており問題無い。

６－３　一般廃棄物排出量の削減について
　目標値の達成が続いている。人員の入れ替わりもあり事務所で排出されるゴミは微増という
結果となっているが、問題の無い範囲で収まっている。

６－４　水使用量の削減について
　和歌山支店はテナントビルのため水使用量の記録ができないが、今後も節水の啓蒙を継続する。

６－５　グリーン購入調達率について
　2021年より数値の記録は行わず、グリーン購入の対象品からの購入を積極的に行っている。

○東京支店○

６－１　二酸化炭素排出量の削減について
　年間目標を逸脱する結果となった。出社人数が増えたことで各種機器類の使用量も昨年より増加した
ことに加え、節電のために間引きしていた電灯を職場の環境改善として日中点灯するようにしたことも大きく影響した。
また、2022年前半は残業による稼働時間も長く、各月の使用量が単月目標値も大きく上回っていた。
中頃以降は残業も落ち着いたことで削減も進んだが、結果として目標未達となってしまった。
換気の必要が無くなれば空調の効率も良くなるため、次年度の目標達成を目指す。

６－２　ＯＡ用紙購入量の削減について
　昨年より僅かに削減される結果となった。コロナ禍以降、目標値に対して7割程度の使用量で留めて
いるため、終息後も可能な限り使用数を少なく維持出来る取り組みを継続していく。

６－３　一般廃棄物排出量の削減について
　出社率が高くなったことにより昨年よりゴミの排出量としては増加したものの
目標の数値は達成することができているため、現在の活動を続けていく。

６－４　水使用量の削減について
　引き続き、ポスター・教育などでの周知を継続中。
数値による目標、成果が無いので評価が困難であるが、引続き現行施策を継続して行っていく。

６－５　グリーン購入調達率について
　2021年より数値の記録は行わず、グリーン購入の対象品からの購入を積極的に行っている。



・関連法規等の状況を確認した結果、違反や訴追はなし。
また、関連機関からの指摘はなく、今後も環境関連法規の遵守を徹底していく。

・PRTR法の指定化学物質に関して､当社システムの商品マスタ－へ含有される
化学物物質の含有量を登録し適切に管理が行えている｡

・商品マスターで適用法令が確認することができ、SDSの管理も行っている。
在庫・販売等の際は適切な処理ができるようになっている。

最終確認日：2023年2月17日

新規化学物質、第1種特定化学物質、　

第2種特定化学物質、
指定化学物質の製造および輸入

・指定化学物質の販売数量の管理

・職場環境の維持管理
・年１回の定期健康診断の実施

・対象機器の簡易点検・定期点検

・規制対象:国、独立行政法人、特殊法人、事業者は一般義務

フロン排出抑制法 ○

グリーン購入法 ○

消防法 ・年1回の消防訓練 ○

環境教育推進法 ・環境保全活動、環境教育の自主努力及び協力 ○

化審法
・規制対象：　

○

ＰＲＴＲ法 ○

労働安全衛生法 ○

廃棄物処理法

・収集運搬処理業者、中間処理業者との契約の有効性

○
・マニフェストA票の照合確認

・マニフェストB2、D、Eの返還確認(5年間保管)

　産業廃棄物管理票交付等状況報告書帳簿の作成

法規名 適用（要求）内容 遵守状況

毒物及び劇物取締法 ・毒物劇物取扱者の選任、届出
・一般販売業・輸入業登録

○
（各都道府県条例）



各支店の毎月の目標値を合算した数値。
毎月の目標値は小数点以下を四捨五入して算出しているので誤差が出る。
各年度の目標値は、基準値から一律の削減率で求めた数値をベースとして算出する。

電力

（3-1）

（西日本2008年、東京2009年の排出係数）

都市ガス

(3-1)

ガソリン

（3-2）

※電気使用量の排出係数は、過去からの比較のため西日本を2008年、東京を2009年の係数で計算
　しているが、参考のため、最新の2022年の係数で計算したものを追記する
※ガス使用量は2018年以降目標値未達のため、2017年に設定した目標値を継続する
※2020年のリース車両の更新に伴い、社有車燃費については2021年と2022年に目標値の見直しを実施
※2022年は各支店で電気使用量が目標未達であったため、2023年・2024年は対基準値-7%・-7.5%で設定

グリーン購入調達率 グリーン購入対象商品を選択可能なものはすべて対象商品を購入する。

（3-6） 2020年以降、数値管理は行わないがクリーン購入対象品の購入を継続する。

553 553

（3-5）

水道水使用量

4,037

㎥
509 553 553 553

* * * * *

一般廃棄物排出量
㎏

4,067 4,078 4,063 4,050

374,818 373,421 372,025

4,024

（3-4）

（3-3）

-12%
㎞/ℓ

15.07

ｋg-CO2 参考記録

ＯＡ用紙購入量
枚

432,300 394,375 376,215

社有車燃費 （2014年） 1.3% -3.1% -12% -12%

15.28 14.60 13.25 13.25

23,404 23,404

13.25

* * *

ｋg-CO2
24,378 23,404 23,404 23,404

参考値 （2022年排出係数）

㎥
11,286 10,835 10,835 10,835 10,835 10,835

45,926

ｋg-CO2 48,845 46,898 46,735 46,573 46,573 46,410

ｋg-CO2
48,493 46,441 46,269 46,097 46,097

121,661
kWh

128,515 123,035 122,575 122,118 122,118

69,501 69,330

*基準値-6.5% *基準値-7.0% *基準値-7.5% *基準値-8.0%

二酸化炭素排出量
ｋg-CO2

72,871 69,845 69,672 69,501

2022.12 2023.12 2024.12

基準値
目標値 目標値 目標値 目標値 目標値

*基準値-6.0%

2023年 2024年

2013.1-
2013.12

2020.1- 2021.1- 2022.1- 2023.1- 2024.1-

2020.12 2021.12
単位
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　  2022年もコロナ禍での事業活動となり、在宅勤務を取り入れた勤務体制を継続している。

　また、サテライトオフィスサービスの活用で多様な働き方に柔軟に対応出来る体制を整えた。

　設備投資という点では、大阪本社・支店の空調機器を省エネタイプのものへと入替を行った。

　しかしながら、業務を円滑に遂行する上で、在宅勤務での働き方が難しい部署もあるため、

　新型コロナウイルスの対策として、社内で常時換気を行っており、空調効率が下がっている。

　そのため、機器の入替で期待されていた程の二酸化炭素の排出量削減には繋がらなかった。
　現在実施している在宅勤務については、コロナ禍の終息後も制度化をして取り入れていくが、
　制度の利用は限定的なものとするため、社員の出社数は2022年より増えることが予想される。
　コロナ禍終息に伴う影響がどのような形で現れてくるかについては見通せない部分も多いが、
　次年度も先ずは出来ることを行って少しでも環境負荷を削減できるように努力していきたい。

2023年2月17日


